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は じ め に

食事は，日常生活に彩りを添え，また，健康を左右す
る重要な行為である．しかし，多忙な現代人の食生活は
不規則で内容も軽視される場合が多く，メタボリックシ
ンドロームなどの様々な問題が起こってきている．豊か
な食生活の実現には，このような健康面での支援はもと
より，楽しい食事の演出も重要である．本稿では，食べ
ることを健康と楽しさの側面からとらえ，良好な食事環
境の提供を目指す研究事例を取り上げる．健康の側面か

らは，携帯電話を利用した遠隔栄養指導と，画像処理を
活用した食事画像ログシステムを，楽しさの側面からは，
拡張現実感による食卓演出と，食事中のコミュニケー
ション分析に基づく遠隔共食システムを紹介する．

携帯電話を用いた食認知と遠隔栄養指導

人間の食行動の問題点

食事は生命維持の根幹であると同時に，食物過剰の現
代先進諸国ではストレス解消，代理欲求の解消にもなり，
人を肥満や過食に導いている．肥満はメタボリックシン
ドロームをはじめ，もはやがんに匹敵する病態として人
類の生命を脅かし始めている．肥満治療の最重要点は自
分の食事の量，内容が客観的に判断できるかどうかであ
るが，人の脳は非常に都合が良く，食事内容・量は感覚
的にとらえられ極めてあいまいな記憶になっている．肥
満の人に過剰な食物摂取を自覚（認知）させるには，実
物写真による記録が有用である．
筆者らは，カメラ付き携帯電話の普及により，自然で
継続的に実行可能となった食事写真撮影を，肥満食事指
導に利用し成果を上げてきた．食事の写真撮影は行動科
学的にも有意義で，写真撮影時に食事内容を客観的に評
価する余裕が得られ，食行動の改善が期待できる（ ）．

携帯電話カメラを用いた遠隔栄養指導

本システムは，生活習慣改善を主目的としている．利
用者はパソコン，携帯電話両方からシステムを利用でき，
メディカルデータを含めた基本画面，行動目標，体重，

本稿では，「食べる」ことを「健康」と「楽しさ」の二つの側面からとらえ，携帯電話による遠隔食事指導，画像処理

を応用した食事ログ，拡張現実感による食卓演出，遠隔共食システムの 件の研究事例を紹介する．
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歩数計のセルフモニタリング，栄養士による食事写真の
解析（図 ），双方向コミュニケーションを保つための
携帯電話メールによる評価・アドバイスによって栄養指
導を受ける．利用者が携帯電話カメラで写した食事写真
をメールで送信すると事前に設定された利用者の個人
HP に自動的に登録され，指導スタッフが食事写真やセ
ルフモニタリングに対して評価やメッセージを書き込
み，利用者にメールで通知される（ ）．

画像評価による栄養指導の利点と問題点

本システムの利点は三つある．一つは視覚への訴求で
ある．利用者は写真撮影を通じて自分が食べるものを認
識し，それについて考える．栄養士のアドバイスを読む
際には，記憶が視覚化され何を変化させるべきか実感が
沸く．二つ目は時間・距離制約の少なさである．写真送
信後 時間以内にメッセージを返すため，タイムリー
なコメントとなり，食事療法に対するモチベーション持
続に貢献している．三つ目は指導スタッフの情報共有で
ある．医師，運動指導士，臨床心理士などの栄養士以外
のスタッフも栄養士の出したアドバイスを閲覧できる．
加えて，本システムではセルフモニタリング画面から利
用者に励ましや行動目標の実践への的確なアドバイスが
できる．栄養診断画面の指導とセルフモニタリング画面
からの支援メッセージの併用で，利用者の自己効力感を

向上させる．一方，高齢者等，携帯端末の操作が困難な
利用者もいるという問題がある．また，画像では中身や
量が把握しづらいものもあり，栄養計算では栄養士によ
るばらつきを認めることがある．この点に関しては，栄
養士を担当制にし，同じ栄養士が診断，支援するように
している（ ）．以上，携帯電話による遠隔栄養指導システ
ムの概要，効果の機序につき解説した． （木村 穣）

食 事 ロ グ

“レコーディング・ダイエット”なるダイエットにつ
いての体験記がベストセラーになっていた（ ）．食べたも
のを手書きのメモで記録する，つまり，食事の詳細を可
視化することで始めるダイエットである．食事日誌を付
けることは，一般に食べ過ぎを防ぐ効果があるといわれ
ているが，手書きの日誌は手間がかかる．今ならば，食
事の写真を撮って食事日記を付けることも有効なはず．
実際に，日誌と写真記録の比較も行われており，写真
の方がより鮮明に食べたものを思い出すことができて，
自分の食習慣を変える効果は大きい（ ）．食事は人の生活
に欠かせない要素であり，楽しみでもある．食事の画像
が仲間の話のネタにもなったりする．食事画像を載せて
いるブログもかなりある．ただし，食事写真を選択し，
適切な情報を付けて整理し続けるのは容易ではない．筆
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者らは，食事ログをライフログ（ ）の研究課題として位置
付け，人が記録を続けやすい画像処理を用いたシステム
を検討してきた（ ）（ ）．以下にその概要を紹介する．

画像処理を用いた食事ログ

筆者らが構築してきた画像処理を組み入れた食事ログ
システムの概要を図 に示す．このシステムに画像群を
与えると，風景など様々なものが含まれる中から自動的
に食事画像を選び出してくれる．写真には日付情報があ
るので，これで食事の写真日記ができる．更にこのシス
テムは，食事の内容を“食事バランス”という基準で五
つの栄養分類に分類する．食事バランスとは，食事を主
食，主菜，副菜，果物，乳製品の五つの分類でとらえる
手段であり，各分類での一日の摂食目安も与えられてい
る（ ）．この食事バランス推定処理により，その人の食事
内容を数値化して，偏りを可視化できる．もちろん，推
定は 正しくはないので，必要に応じ，人が容易に
修正できる仕組みになっている（ ）（ ）．

食事ログのWeb 化： Food Log

上記システムは Web 化され， http: www foodlog
jp にて利用できるので，興味のある方はぜひ試してほ
しい． FoodLog システムは， flickr という写真共有サ
イトを利用し，登録している人の flickr アカウントの写
真をクロールしている．アップロードされた写真は
FoodLog システムに読み込まれ，解析される．なお，
FoodLog システム自体は，写真を一切蓄積せず，軽量な
システムである．筆者は携帯の写真添付メールで送って
いるだけだが，しばらくたつと，図 のような食事記録
カレンダーができている．もし，分類誤りがあれば，ブ
ラウザ上で修正すればよい．また，食事バランス推定に
よって，図 のように日々のバランス遷移も可視化され
る．
このWeb 版は研究室内での試行を 年 月半ば
に始め，ごく最近一般アクセスも可能とした．携帯で写
真を撮って送るだけという楽さが奏功し，三日坊主の著
者でも，既に か月以上も継続して，記録を取り続けて
いる．楽に継続して記録をとるという観点からの自己評

図 食事ログシステム

図 Food Log ：カレンダー表示（月）



価は高い．食事ログは，自分のものを見るだけでも結構
楽しめる．更に，これらの食事データの共有化を図れば，
ソーシャルメディアの核としての利用価値は高いと考え
ている． （相澤清晴，北村圭吾，山崎俊彦）

拡張現実による楽しい食卓

食事のおいしさには二つの面があり，実質的に味を構
成する要素のほかに心理的に加味された要素が必要とな
る．この後者の要素の中で 割を占めるのが視覚である
ことから，料理の見た目を良くすることはおいしさを感
じる上で重要である．そこで，拡張現実を用いることで，
食事をおいしくし食卓を楽しくするためのシステム
Dining Presenter （ ）を紹介する． Dining Presenter は，
食事の内容に合わせた情報提示や，光による食卓の装飾，
料理の見た目向上，食卓を囲む人同士のコミュニケー
ション支援を目的としており，図 のように，コンテン
ツのオーサリング部と提示部から構成される．

食卓に提示するコンテンツは，調理者が料理や気分に
合わせて作成する．コンピュータ作業に不慣れなユーザ
でも，忙しい調理の合間に簡単にコンテンツ作成できる
ように，デザイン用の液晶ペンタブレット及び盛り付け
後の写真を撮るためのカメラを，図 （a）のようにキッ
チンに組み込んだ．コンテンツは，ペン入力だけで自由
にデザインできるオーサリングツールを用い，皿とその
周辺への描画や任意画像のちょう付によって作成する．
また，料理の画像を中央に表示し，盛り付けに合わせた
コンテンツ配置も可能である．
コンテンツの提示は，プロジェクタとカメラを上方に
設置した食卓（図 （b））で行う．この食卓では，画像
処理で検出した皿の位置に追従するコンテンツ投影や，
料理の残量認識と皿の色に基づいた料理の種類識別によ
る，状況に適応したコンテンツ提示が可能である．
次に本システムの利用例を紹介する．図 （a），（b）は，
食育に活用した例である．図 （a）のように食材の元の
形状や，畑で栽培されている様子を投影し，調理されて
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図 システムの概要
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いるものの由来を見せて，食べ物の大切さを感じさせる
ことができる．また，料理のかたわらに栄養素含有量や
その効能を提示し，ダイエットや体調管理への利用も考
えられる．図 （b）は嫌いなものを残していると，食べ
るよう促す様子を示したものである．食事が進むにつれ
メッセージも変化し，注意，激励，賛辞などを食事者に
伝える．図 （c）は，特別な食事のために料理を芸術的
に彩る例で，ハンバーグにハートが投影されている．こ
のように，プロジェクタによる光学的な彩りは，風味や
健康に影響しないバーチャルな着色料として利用でき
る．
以上の例をデモで公開したところ「プロジェクタの光

が自然で本当に皿に柄が描かれているようだ」「料理を
食べるのが楽しくなりそうだ」「子供が残さず食べてく
れそうだ」「朝食を食べる際に，ニュースのヘッドライ
ンや天気が出たらうれしい」「テーブルでもコンテンツ
を編集して次に食べる人や，遠隔地で食べている人のコ
ンテンツに反映させたい」などの意見が得られた．これ
らを基に今後改良を進めたい． （森 麻紀）

共に食べる場でのコミュニケーション

背 景

人は太古より食事を楽しみながら家族や仲間との関係
を築いてきた．しかし，近年，レトルト食品や外食産業
の発展により食事の手間が軽減される一方，核家族化，
単身赴任，子供の習い事などによって家族一緒の食事の
機会が減少している．そのため，世代間のコミュニケー
ション不足，高齢化社会における疎外感など孤食の問題

が指摘されている． では，家族，友人が共に会話を
楽しみながら食事をし，そのきずなを深める「共食」の
コミュニケーションを情報学，心理学，言語学，食生活
学など広範な立場から研究する取組みを紹介する．

食事中のコミュニケーションの基本構造

筆者らは，食事中に共起する食器や食べ物を持つ手の
動き，会話，視線・表情，ジェスチャなどの動作・行動
を分析し，それらが意図や感情，一体感の共有を起こす
理由を探っている．共食時のビデオ映像から会話と食事
動作の関係を分析した結果，食事動作と発話交替の相互
干渉が見られた．例えば，人ははし，茶わん，食べ物を
扱いながら，自分の発話時点を予測し，発話前に食べ物
を飲み込めるようにしたり，逆に次に発話しない場合に
は，発話交替に先立ち事前に食事を継続するよう準備し
たりしている．また，はしやスプーンで食べ物を持った
まま相手の状態を見ながら，自分が食べるか話すかの決
定をぎりぎりまで保留している行動が見られた．自分の
摂食・発話の意思を相手の行動に合わせながら，話し，
食べつつ，相手にも話させ，食べさせるように気を配っ
ていることが分かった．
日本料理の銘々膳，中華料理の大皿料理など食事の形
式も，意識共有，親密感，満足感の違いを生む．視線，
食事動作，発話交替，うなずき，声の大きさに着目し，
大皿と銘々皿のコミュニケーション行動を比較した結
果，大皿では“料理をうまくよそえない”等のイベント
による笑いの盛り上がりが多かったが，銘々皿では，会
話の盛り上がりはあっても，食事に関する話題や笑いの
盛り上がりは見られなかった．大皿は共有空間を形成し，

図 システムの使用例



大皿へのアクセスに伴うイベント共有により，盛り上が
りの維持に貢献していることが分かった．
また，うなずき・相づちの行動を観測して，食事中の

コミュニケーションの「活性度」を分析した結果，大皿
では銘々皿より聞き手の応答回数が多く，より積極的な
会話の姿勢が形成されていた．銘々皿ではうなずきなが
ら主に自分の食べ物を見て，話し手を見ることが少ない
が，大皿では視線が自身の食べ物，他者，大皿の各所に
配られ，視線交差，相づちから発話行動を引き起こし，
活発なコミュニケーションの場を作り出すことが示唆さ
れた（ ）．

共食サポートシステムの提案

分析の結果，共食は重要なコミュニケーションの場で
あることが明らかになりつつある．しかし，複雑化する
社会で，家族や友人が常に集まって共食すべき，という
答えは直接の解決手段にならない．そこで，今日の社会
的制約を考え，離れた家族同士の食事に，視線情報やテー
ブル配置の情報を適切に付加する遠隔共食サポートシス
テム（テレダイニング），食事中の会話を支援するテー
ブルトークエージェント，匿名の相手との共食を実現す
るテーブルトークアバタ（図 ）を提案する（ ）．
これらのシステムは，リアルな食べ物を介したコミュ

ニケーションにより従来のシステムとは異なる親密感と
安心感を生み出せると期待されるが，コミュニケーショ
ン満足度の高い大皿の形式を映像システムで実現するの
は難しい課題である．
今後は人の食事相手ができる自律的テーブルトーク

エージェントを制作・評価する予定である．エージェン
トやロボットに囲まれた共食は，社会的，倫理的な問題
を解決するとは言い難いが，まずはこれらのシステムに
親密性の維持，疎外感の軽減，活力維持などの効果があ
るかを明らかにしたい． （武川直樹）
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